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京都舞鶴港 コンテナ取扱量（実入）２年連続増 

～令和６年 京都舞鶴港の取扱貨物量について～ 
 

■ 京都舞鶴港の令和６年（１～12月）の取扱貨物量は 955万トン（前年比 1.5%増）

となりましたのでお知らせします。 

■ また、コンテナ取扱量は実入のみの数値で11,840TEU（前年比 4.7%増）と２年連続

の増となりました。 

 
１ 貨物量及び主要貨物（重量ベース）の状況         （単位：千トン） 

区    分 令和６年 前年比 増減要因 等 

総   数 9,553 101.5％  

外    貿 3,906 98.3％  

 

石   炭 3,377 97.3％ 

・関西電力舞鶴火力発電所における定期

点検等に伴う輸入減 

（外貿貨物全体に占める割合：86.5%） 

中 古 車 181 140％ 
・利用荷主の太平洋側港湾からの転換に 

 伴う利用増 

内   貿 5,646 103.8％  

 
北 海 道 

フェリー 
4,591 103.6％ 

・雑貨の移出増 

（内貿貨物全体に占める割合：81.3％） 

（参考）コロナ禍前の令和元年は総数 11,865千トン 
 
２ コンテナ取扱量 

区    分 令和６年 令和５年 増減 前年比 

コンテナ取扱量 
（実入のみ） 

11,840 TEU 11,304 TEU  536 TEU 104.7％ 

コンテナ取扱量 
（空コン含の総数） 

16,713 TEU 17,185 TEU ▲472 TEU 97.3％ 

（注）TEU･･･長さ 20フィートコンテナを基準(1TEU)とするコンテナの取扱個数の単位 

（参考）コロナ禍前の令和元年は空コン含：20,289TEU、実入：13,145TEU 
 
【コンテナ取扱量の増減要因】 

ドライバーの労働時間規制により物流の停滞等が懸念される「物流 2024問題」の影響

に伴う京都舞鶴港周辺企業の利用増により、実入コンテナの取扱量が２年連続で増加

した。 

一方、輸出入バランスが改善し空コンテナ取扱量が減少したため、空コンテナを含む

取扱総数は若干減少した。 
 

【本報道発表に関するお問合せ】 

港湾局港湾企画課     課長 吉岡  TEL 0773-75-0192 
商工労働観光部経済交流課 課長 澤田  TEL 075-414-4832 

 

   

 



 


